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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。  

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。  

３．第20期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。  

４．第20期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第19期 

第３四半期連結
累計期間 

第20期 
第３四半期連結

累計期間 

第19期 
第３四半期連結

会計期間 

第20期 
第３四半期連結 

会計期間 
第19期 

会計期間 

自平成22年 
２月１日 

至平成22年 
10月31日 

自平成23年 
２月１日 

至平成23年 
10月31日 

自平成22年 
８月１日 

至平成22年 
10月31日 

自平成23年 
８月１日 

至平成23年 
10月31日 

自平成22年 
２月１日 

至平成23年 
１月31日 

売上高（千円）  4,355,250  2,376,158  3,421,423  1,668,680  5,048,771

経常利益（千円） 

又は経常損失（△）（千円） 
 578,039  △553,668  688,778  132,360  544,743

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円） 
 366,274  △322,921  394,486  93,293  413,687

純資産額（千円）  －  －  2,217,809  1,840,879  2,268,272

総資産額（千円） － －  7,552,953  9,263,340  7,825,927

１株当たり純資産額（円） － －  228.68  189.82  233.88

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円） 

 37.77  △33.30  40.68  9.62  42.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 37.55  －  40.45  －  42.39

自己資本比率（％） － －  29.4  19.9  29.0

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 560,523  △463,547 － －  698,497

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △14,055  △34,994 － －  △20,873

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 1,953,388  1,713,853 － －  2,463,261

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ －  4,826,656  6,467,825  5,533,728

従業員数（人） － －  245  240  241
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 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。  

  

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。  

  

(1）連結会社の状況 

 （注）従業員数は就業人員（契約社員を含む）であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第３四半期連結会計期間の平均人

員を外数で記載しております。 

    

(2）提出会社の状況 

  （注）従業員数は就業人員（契約社員を含む）であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員を

外数で記載しております。  

      

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成23年10月31日現在

従業員数（人） 240 （ ） 26

  平成23年10月31日現在

従業員数（人） 182 （ ） 24
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(1）生産実績 

 当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注） １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

        ２．当第３四半期連結会計期間における報告セグメントと、前年同四半期の事業の種類別セグメントは相違がな

      いため比較を表示しております。  

(2）受注状況 

 当第３四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 ２．上記受注高は、「業務委託契約」による開発受託金のみを記載しております。 

販売本数に応じて当社グループが受取るロイヤリティ収入は、受注時に未確定であるため、上記受注高には

含めておりません。 

３．上記受注残高のうち外貨建によるものは、当第３四半期連結会計期間末日の為替レートにより換算しており

ます。 

    ４．当第３四半期連結会計期間における報告セグメントと、前年同四半期の事業の種類別セグメントは相違がな

      いため比較を表示しております。 

(3）販売実績 

 当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．前第３四半期連結会計期間および当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績および当該販

売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 

     ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

    ３．当第３四半期連結会計期間における報告セグメントと、前年同四半期の事業の種類別セグメントは相違がな

      いため比較を表示しております。  

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成23年８月１日 
至 平成23年10月31日） 

前年同四半期比（％）  
  
  

デジタルコンテンツ事業（千円）   1,023,494  56.2

興行事業（千円）  －  －

合計（千円）  1,023,494  56.2

セグメントの名称 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成23年８月１日 
至 平成23年10月31日） 

前年同四半期比（％） 
  
  

受注高（千円） 受注残高（千円） 受注高 受注残高 

デジタルコンテンツ事業  474,572  665,711  417.1  213.7

興行事業      －  －      －  －

合計  474,572  665,711  417.1  213.7

セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成23年８月１日 
至 平成23年10月31日） 

前年同四半期比（％） 
  
  

デジタルコンテンツ事業（千円）  1,301,669  42.8

興行事業（千円）  367,011  96.1

合計（千円）  1,668,680  48.8

相手先 
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％） 

THQ Inc．  2,834,331  82.8  1,216,614  72.9

- 3 -



 当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。 

  

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。  

  

（１）業績の状況 

 当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるなか

で、各種の政策効果を背景とした持ち直し傾向が続くことが期待されています。  

 当社に関連するエンタテインメント業界では、震災の影響があったものの「ニンテンドー3DS」「プレイステーシ

ョン３」の価格改定や新作タイトルが多数発売されたことにより、家庭用ゲーム市場全体は堅調に推移しました。さ

らに「PlayStation Vita」の発売を控え年末商戦に向けたゲーム市場の盛上がりが期待されます。その一方で、ソー

シャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）を通じたオンラインゲームが急成長しており、市場構造の変容に注

目が集まっています。 

 このような状況のもと、当社グループのデジタルコンテンツ事業では、ディズニー配信の人気映画「REAL STEEL」

のゲーム化権を獲得し、海外での映画公開時期である平成23年10月にあわせ日米欧向けにダウンロード販売を開始し

ております。また、受託ソフトの主力商品であるアメリカの人気プロレス団体ＷＷＥ（World  Wrestling 

Entertainment）をモデルとしたシリーズ13作目の開発が完了しています。 

 興行事業におきましては、子会社である新日本プロレスリング株式会社（以下、「新日本プロレス」）が、地方興

行も含め39大会を開催しました。 

 以上の結果、当第３四半期連結会計期間の連結業績は、売上高は 百万円（前年同期比51％減）、経常利益は

百万円（前年同期比81％減）、四半期純利益は 百万円（前年同期比76％減）となりました。 

  

（デジタルコンテンツ事業） 

 ゲームソフト分野では、自社ソフトとして、ロボットファイティング／ボクシングゲーム「REAL STEEL」（Xbox 

LIVE用・PlayStation Network用）のダウンロード販売を開始しました。ソーシャルゲーム市場向け新作の開発も順

調に進捗しています。受託ソフトでは、当社の代表作であるシリーズ最新作「WWE'12」の開発が完了しています。な

お、「WWE SmackDown VS Raw 2011」の日本語版（プレイステーション３・Xbox 360用）は平成23年２月に発売され

ています。 

 以上の結果、デジタルコンテンツ事業の売上高は1,301百万円（前年同期比57％減）、営業利益は84百万円（前年

同期比91％減）となりました。 

  

（興行事業） 

 当第３四半期連結会計期間における新日本プロレスでは、「G1 CLIMAX XXI」「NEW JAPAN LIVE」を中心に、ＩＷ

ＧＰヘビー級選手権試合２試合を含め39大会を開催しました。また、震災や豪雨で被災された地域・皆様への義援金

募集やチャリティ興行を開催し、復興を支援しています。 

 以上の結果、興行事業の売上高は367百万円（前年同期比４％減）、営業利益は42百万円（前年同期比38％減）と

なりました。 

（注）当第３四半期連結会計期間における報告セグメントと、前年同四半期の事業の種類別セグメントは相違がない

ため、前年同期比較を行っております。 

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

1,668

132 93
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（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間

末より1,161百万円増加し、 百万円となりました。  

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動の結果獲得した資金は、558百万円（前年同四半期は459百万円の資金を使用）となりました。 

これは主に、たな卸資産の減少額570百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動の結果使用した資金は11百万円（前年同四半期は16百万円の資金を使用）となりました。 

これは主に、差入保証金の差入による支出７百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

財務活動の結果獲得した資金は609百万円（前年同四半期は734百万円の資金を獲得）となりました。 

これは主に、短期借入金の純増額610百万円によるものであります。 

  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

（４）研究開発活動 

 当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、25百万円であります。 

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 有価証券報告書(平成23年４月27日提出)の記載から重要な変更または新たな発生はありません。 

    

(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

    

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設および除却等はありません。  

6,467

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

 （注）「提出日現在」欄の発行数には、平成23年12月１日以降提出日までの新株予約権の行使（旧商法に基づき発行さ

れた新株引受権の権利行使を含みます。）により発行された株式数は含まれておりません。 

  

 旧商法第280条ノ20および第280条ノ21の規定にもとづき発行した新株予約権は、次のとおりであります。 

 新株予約権 平成15年４月24日決議 

  

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

   

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  44,360,000

計  44,360,000

種類 
第３四半期会計期間末 
現在発行数（株） 
（平成23年10月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成23年12月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  11,096,000  11,096,000

大阪証券取引所 

ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード）  

単元株式数 100株 

計  11,096,000  11,096,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

  
第３四半期会計期間末現在 
（平成23年10月31日） 

新株予約権の数（個）  1,985

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  397,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）  275

新株予約権の行使期間 
自 平成17年５月１日 

至 平成25年４月20日 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円） 

発行価格 275

資本組入額 138

新株予約権の行使の条件 
 権利行使時においても、当社または当社の子会社の取

締役、監査役、執行役員または従業員であること 

新株予約権の譲渡に関する事項  新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する 

代用払込に関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】
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  本報告書提出までに、平成23年９月22日付で、ゴールドマン・サックス証券株式会社から大量保有報告書

が関東財務局に提出されておりますが、当社として当第３四半期会計期間における実質所有株式数の確認が

出来ておりません。なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。 

  

  平成23年９月22日付 大量保有報告書 

    

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年７月31日）にもとづく株主名簿による記載をして

おります。  

①【発行済株式】 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式34株が含まれております。 

   

②【自己株式等】 

（注）上記のほか、単元未満株式の買取請求により、当第３四半期会計期間において79株の自己株式を取得して

おります。 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成23年８月１日～ 

平成23年10月31日   
    －   11,096,000     －  412,902 －  423,708

（６）【大株主の状況】

氏名又は名称  住  所 所有株式数（千株） 
 発行済株式総数に対する 

 所有株式数の割合（％） 

 ゴールドマン・サックス 

 証券株式会社  

 東京都港区六本木６丁目10番１号 

 六本木ヒルズ森タワー 
 677  6.10

（７）【議決権の状況】

  平成23年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式 － － － 

 議決権制限株式（自己株式等） － － － 

 議決権制限株式（その他） － － － 

 完全議決権株式（自己株式等） 
 （自己保有株式）  

普通株式       1,397,700
－ － 

 完全議決権株式（その他） 普通株式       9,697,300  96,973 － 

 単元未満株式 普通株式           1,000 － － 

 発行済株式総数  11,096,000 － － 

 総株主の議決権 －  96,973 － 

  平成23年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

 （自己保有株式） 

 株式会社ユークス 

 堺市堺区戎島町 

 ４-45-１ 
 1,397,700  －  1,397,700  12.60

計 －  1,397,700  －  1,397,700  12.60
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【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。 

  

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  

２【株価の推移】

月別 
平成23年 
２月 

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 

最高（円）  328  327  282  290  270  268  320  265  265

最低（円）  312  181  240  260  250  253  241  241  245

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）にもとづいて作成しております。 

 なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平成22年10月31日まで）および前第３四半期連結累計期

間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則にもとづき、当第３四半期

連結会計期間（平成23年８月１日から平成23年10月31日まで）および当第３四半期連結累計期間（平成23年２月１日

から平成23年10月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則にもとづいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、前第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日か

ら平成22年10月31日まで）および前第３四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表ならびに当第３四半期連結会計期間（平成23年８月１日から平成23年10月31日まで）および当第

３四半期連結累計期間（平成23年２月１日から平成23年10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責

任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

  

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,467,825 5,533,728

受取手形及び売掛金 279,279 192,929

商品及び製品 27,525 37,433

仕掛品 1,178,776 977,848

その他 463,328 226,323

貸倒引当金 △656 △976

流動資産合計 8,416,078 6,967,287

固定資産   

有形固定資産 ※  319,149 ※  336,188

無形固定資産 21,866 24,461

投資その他の資産 506,246 497,989

固定資産合計 847,262 858,639

資産合計 9,263,340 7,825,927

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,688 9,168

未払金 211,566 285,909

短期借入金 6,710,000 4,900,000

未払法人税等 6,057 25,383

前受金 251,072 134,586

賞与引当金 92,279 71,860

その他 20,579 14,471

流動負債合計 7,299,242 5,441,381

固定負債   

長期未払金 68,275 68,275

退職給付引当金 54,693 47,748

その他 250 250

固定負債合計 123,218 116,273

負債合計 7,422,461 5,557,655

純資産の部   

株主資本   

資本金 412,902 412,902

資本剰余金 423,708 423,708

利益剰余金 1,493,638 1,913,542

自己株式 △485,945 △485,924

株主資本合計 1,844,303 2,264,227

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,695 5,022

為替換算調整勘定 △1,728 △977

評価・換算差額等合計 △3,424 4,045

純資産合計 1,840,879 2,268,272

負債純資産合計 9,263,340 7,825,927
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月１日 
 至 平成23年10月31日) 

売上高 4,355,250 2,376,158

売上原価 2,483,251 1,832,751

売上総利益 1,871,999 543,406

販売費及び一般管理費 ※1  848,698 ※1  816,762

営業利益又は営業損失（△） 1,023,300 △273,355

営業外収益   

受取利息 10,503 11,425

受取配当金 663 627

受取オプション料 43,606 －

その他 7,649 7,091

営業外収益合計 62,423 19,143

営業外費用   

支払利息 14,412 21,365

為替差損 493,270 277,945

その他 0 145

営業外費用合計 507,684 299,456

経常利益又は経常損失（△） 578,039 △553,668

特別利益   

貸倒引当金戻入額 391 188

償却債権取立益 38 339

固定資産売却益 238 －

投資有価証券売却益 5,981 －

為替換算調整勘定取崩益 ※2  33,682 －

特別利益合計 40,333 528

特別損失   

固定資産除却損 8,788 147

投資有価証券評価損 75 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,840

特別損失合計 8,864 15,987

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

609,508 △569,128

法人税等 243,233 △246,207

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △322,921

四半期純利益又は四半期純損失（△） 366,274 △322,921
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年８月１日 
 至 平成23年10月31日) 

売上高 3,421,423 1,668,680

売上原価 2,069,744 1,289,479

売上総利益 1,351,679 379,200

販売費及び一般管理費 ※  323,679 ※  252,756

営業利益 1,027,999 126,444

営業外収益   

受取利息 4,070 3,720

為替差益 － 6,917

その他 3,352 3,354

営業外収益合計 7,423 13,992

営業外費用   

支払利息 5,485 7,931

為替差損 341,159 －

その他 0 145

営業外費用合計 346,645 8,077

経常利益 688,778 132,360

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 41

償却債権取立益 － 47

固定資産売却益 76 －

特別利益合計 76 88

特別損失   

固定資産除却損 1,294 －

投資有価証券評価損 75 －

特別損失合計 1,369 －

税金等調整前四半期純利益 687,484 132,449

法人税等 292,998 39,155

少数株主損益調整前四半期純利益 － 93,293

四半期純利益 394,486 93,293

- 12 -



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月１日 
 至 平成23年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

609,508 △569,128

減価償却費 45,439 38,610

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,880 6,944

賞与引当金の増減額（△は減少） 24,266 20,499

貸倒引当金の増減額（△は減少） △391 △319

受取利息及び受取配当金 △11,167 △12,052

支払利息 14,412 21,365

為替差損益（△は益） 487,449 280,981

有形固定資産売却損益（△は益） △238 －

投資有価証券売却損益（△は益） △5,981 －

為替換算調整勘定取崩益 △33,682 －

固定資産除却損 8,788 147

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,840

投資有価証券評価損益（△は益） 75 －

売上債権の増減額（△は増加） △542,620 △86,349

たな卸資産の増減額（△は増加） 229,846 △191,019

未払金の増減額（△は減少） △78,197 △74,236

長期未払金の増減額（△は減少） △28,024 －

前受金の増減額（△は減少） 75,686 116,485

その他 △46,505 2,573

小計 753,545 △429,656

利息及び配当金の受取額 8,531 9,418

利息の支払額 △14,901 △21,852

法人税等の支払額 △193,706 △21,760

法人税等の還付額 7,055 303

営業活動によるキャッシュ・フロー 560,523 △463,547

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △23,511 △17,994

無形固定資産の取得による支出 △8,010 △1,387

有形固定資産の除却による支出 △394 －

有形固定資産の売却による収入 100 －

投資有価証券の売却による収入 7,500 －

短期貸付けによる支出 － △5,000

短期貸付金の回収による収入 6,324 －

長期貸付けによる支出 － △3,585

長期貸付金の回収による収入 － 707

差入保証金の回収による収入 1,878 110

差入保証金の差入による支出 △120 △7,845

出資金の分配による収入 2,178 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,055 △34,994
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月１日 
 至 平成23年10月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,050,000 1,810,000

自己株式の取得による支出 △22 △20

配当金の支払額 △96,588 △96,126

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,953,388 1,713,853

現金及び現金同等物に係る換算差額 △488,147 △281,214

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,011,709 934,097

現金及び現金同等物の期首残高 2,814,974 5,533,728

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△27 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,826,656 ※  6,467,825
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年２月１日 
至 平成23年10月31日） 

１．連結の範囲に関する事項の変更 該当事項はありません。 

２．持分法の適用に関する事項の変更 該当事項はありません。 

３．会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号 平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純損失は

15,840千円増加しております。  

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年２月１日 
至 平成23年10月31日） 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）にもとづく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成23年８月１日 
至 平成23年10月31日） 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）にもとづく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

【簡便な会計処理】

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年２月１日 
至 平成23年10月31日） 

 固定資産の減価償却費の算定方法  定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年２月１日 
至 平成23年10月31日） 

 税金費用の計算 

  

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

また、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結

果となる場合には、重要な加減算項目や税額控除項目を考慮して税金費用

を算定しております。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成23年10月31日） 

前連結会計年度末 
（平成23年１月31日） 

 ※ 有形固定資産の減価償却累計額は、 千円で

あります。 

602,166  ※ 有形固定資産の減価償却累計額は、 千円で

あります。 

591,870

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年２月１日 
至 平成22年10月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年２月１日 
至 平成23年10月31日） 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

  

※２．在外子会社の清算に伴うものであります。 

役員報酬 118,260千円 

給料手当 180,210  

退職給付費用 1,433  

広告宣伝費 128,485  

賞与引当金繰入額 6,287  

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

  

―――――― 

役員報酬 110,280千円 

給料手当 172,292  

退職給付費用 1,537  

広告宣伝費 115,451  

賞与引当金繰入額 8,771  

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年８月１日 
至 平成22年10月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成23年８月１日 
至 平成23年10月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

役員報酬 35,160千円 

給料手当 56,174  

退職給付費用 472  

広告宣伝費 85,616  

賞与引当金繰入額 3,758  

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

役員報酬 36,960千円 

給料手当 57,768  

退職給付費用 512  

広告宣伝費 23,243  

賞与引当金繰入額 5,611  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年２月１日 
至 平成22年10月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年２月１日 
至 平成23年10月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年10月31日現在） （平成23年10月31日現在） 

  

  （千円）

現金及び預金勘定 4,826,656

現金及び現金同等物 4,826,656

  （千円）

現金及び預金勘定 6,467,825

現金及び現金同等物 6,467,825

- 16 -



当第３四半期連結会計期間末（平成23年10月31日）および当第３四半期連結累計期間（自 平成23年２月１日 至 

平成23年10月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

  

２．自己株式に関する事項 

  

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

   

４．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

  

（２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日
が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。  

  

（株主資本等関係）

 株式の種類 
当第３四半期 

連結会計期間末 

 普通株式（千株）  11,096 

 株式の種類 
当第３四半期 

連結会計期間末 

 普通株式（千株）  1,397 

決議 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年４月27日 

定時株主総会 
普通株式 96,982 10 平成23年１月31日 平成23年４月28日 利益剰余金 
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前第３四半期連結会計期間（自 平成22年８月１日 至 平成22年10月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 製品の種類別区分によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 製品の種類別区分によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

  
デジタルコン
テンツ事業 

（千円） 

興行事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社  
（千円） 

連結 
（千円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益  

売上高   

(1）外部顧客に対する売上高  3,039,555  381,868  3,421,423  －  3,421,423

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 2,076  50  2,126 ( ) 2,126  －

計  3,041,632  381,918  3,423,550 ( ) 2,126  3,421,423

営業利益  960,064  67,935  1,027,999  －  1,027,999

事業区分 主要製品 

 デジタルコンテンツ事業  ゲームソフト、パチンコ・パチスロ 

 興行事業  プロレスリングの興行、放映権 

  
デジタルコン
テンツ事業 

（千円） 

興行事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社  
（千円） 

連結 
（千円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益  

売上高   

(1）外部顧客に対する売上高  3,508,203  847,046  4,355,250  －  4,355,250

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 8,581  5,247  13,828 ( ) 13,828  －

計  3,516,785  852,293  4,369,079 ( ) 13,828  4,355,250

営業利益  1,001,900  21,400  1,023,300  －  1,023,300

事業区分 主要製品 

 デジタルコンテンツ事業  ゲームソフト、パチンコ・パチスロ 

 興行事業  プロレスリングの興行、放映権 
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前第３四半期連結会計期間（自 平成22年８月１日 至 平成22年10月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。  

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。  

  

前第３四半期連結会計期間（自 平成22年８月１日 至 平成22年10月31日） 

（注）１. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２. 各区分に属する主な国又は地域 

その他・・・・・・韓国、スペイン 

３. 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

４. 国又は地域の区分の変更 

従来区分表示していた「アジア」については、連結売上高に占める割合が低く金額的重要性が低いため、

「その他」に含めて表示することに変更しました。 

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年10月31日）  

（注）１. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２. 各区分に属する主な国又は地域 

その他・・・・・・韓国、スペイン 

３. 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

４. 国又は地域の区分の変更 

従来区分表示していた「アジア」については、連結売上高に占める割合が低く金額的重要性が低いため、

「その他」に含めて表示することに変更しました。 

  

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

  米国 その他 計   

Ⅰ 海外売上高（千円）  2,834,353  93  2,834,447  

Ⅱ 連結売上高（千円）      3,421,423  

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 82.8  0.0  82.8  

  米国 その他 計   

Ⅰ 海外売上高（千円）  3,103,902  307  3,104,210  

Ⅱ 連結売上高（千円）    4,355,250  

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 71.3  0.0  71.3  

- 19 -



１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社グループは、製品・サービスを基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「デジタルコン

テンツ事業」、「興行事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「デジタルコンテンツ事業」は、家庭用ゲーム機、業務用ゲーム機およびモバイル等向けにコンテンツの

開発・制作・販売、パチンコ・パチスロの画像開発を行っております。「興行事業」は、プロレスリングの

興行、放映権の許諾等を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年２月１日 至 平成23年10月31日） 

（注）セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成23年８月１日 至 平成23年10月31日） 

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。    

  

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益 

計算書計上額（注）デジタルコンテ
ンツ事業 

興行事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  1,566,679  809,478  2,376,158  －  2,376,158

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

 501  5,214  5,716  (5,716)  －

計  1,567,181  814,693  2,381,874  (5,716)  2,376,158

セグメント損失（△）  △265,385  △7,970  △273,355  －  △273,355

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結損益 

計算書計上額（注）デジタルコンテ
ンツ事業 

興行事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  1,301,669  367,011  1,668,680  －  1,668,680

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

 75  －  75  (75)  －

計  1,301,745  367,011  1,668,756  (75)  1,668,680

セグメント利益  84,318  42,126  126,444  －  126,444
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）および潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

（１株当たり情報）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成23年10月31日） 

前連結会計年度末 
（平成23年１月31日） 

１株当たり純資産額 189.82円 １株当たり純資産額 233.88円

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年２月１日 
至 平成22年10月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年２月１日 
至 平成23年10月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 円37.77

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額 
円37.55

１株当たり四半期純損失金額（△） 円△33.30

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。 

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年２月１日 
至 平成22年10月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年２月１日 
至 平成23年10月31日） 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額 
    

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円）  366,274  △322,921

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円） 
 366,274  △322,921

期中平均株式数（株）  9,698,316  9,698,257

      

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数（株）  54,759  －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要 

－ 

  

－ 
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 （注） １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。 

   

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

   

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年８月１日 
至 平成22年10月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成23年８月１日 
至 平成23年10月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 円40.68

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額 
円40.45

１株当たり四半期純利益金額 円9.62

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していな

いため記載しておりません。 

  
前第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年８月１日 
至 平成22年10月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成23年８月１日 
至 平成23年10月31日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円）  394,486  93,293

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  394,486  93,293

期中平均株式数（株）  9,698,268  9,698,239

      

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（千円）  －  －

普通株式増加数（株）  54,759  －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要 

－ 

  

－ 

  

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成22年12月６日

株 式 会 社 ユ ー ク ス     

   取 締 役 会 御 中     

  有限責任監査法人 ト ー マ ツ   

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

 公認会計士 浅賀 裕幸  印 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

 公認会計士 森村 照私  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーク

スの平成22年２月１日から平成23年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平成

22年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユークス及び連結子会社の平成22年10月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



  

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成23年12月６日

株 式 会 社 ユ ー ク ス     

   取 締 役 会 御 中     

  有限責任監査法人 ト ー マ ツ   

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

 公認会計士 秦  一二三  印 

  
指定有限責任社員 
業務執行社員 

 公認会計士 森村 照私   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーク

スの平成23年２月１日から平成24年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年８月１日から平成

23年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年２月１日から平成23年10月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユークス及び連結子会社の平成23年10月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 




